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３ 要旨 

近年、会津地域においてリンゴ黒星病の発生が増加傾向にあり、その原因として基幹防除薬

剤であるジフェノコナゾール水和剤（DMI 剤、殺菌剤の作用機構分類コード：G1）及びクレソ

キシムメチル水和剤（QoI 剤、同：C3）に対する耐性菌の出現が考えられた。そのため、現地

ほ場から病原菌を採集して感受性を調査したが、いずれの薬剤も感受性の低下は認められなか

った。 

                                                                                                                           

（１） 2019～2020年に会津若松市、会津坂下町の５ほ場から採集した32菌株を調査対象とした。 

（２） ジフェノコナゾール水和剤（商品名「スコア顆粒水和剤」）の50％生育阻止濃度のほ場別の

平均値は4.8×10-7～4.6×10-3ppm（表１）、クレソキシムメチル水和剤（商品名「ストロビ

ードライフロアブル」）の相対生育度は全菌株で40未満となり（表２）、両薬剤の感受性低

下は認められなかった。 

（３） DMI 剤、QoI 剤ともに薬剤耐性菌の発達リスクが高い薬剤であるため、年間の使用回数を

制限する必要がある。また、DMI剤は単剤での使用を避ける。 
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表１ リンゴ黒星病菌のジフェノコナゾール 
水和剤に対する感受性検定結果 

表２ リンゴ黒星病菌のクレソキシムメチル 
水和剤に対する感受性検定結果 

調査ほ場 供試菌株数
相対生育度が
40以上の菌株数

会津若松市A 6 0

会津若松市B 6 0

会津若松市C 8 0

会津坂下町A 9 0

会津坂下町B 3 0

注)クレソキシムメチル含有培地での相対生育度が40
　　以上の菌株を耐性菌と判定。

調査ほ場 供試菌株数
50％生育阻止濃度の

平均値（ppm）

会津若松市A 6 1.2×10-5

会津若松市B 6 1.1×10-4

会津若松市C 8 2.7×10
-4

会津坂下町A 9 4.6×10-3

会津坂下町B 3 4.8×10-7

注）ジフェノコナゾールのベースライン感受性は2.0×10-3ppm。


